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≪申込時の注意≫ ● メール：申込先アドレスからの返信のためドメイン設定を　 ● 往復はがき（126円）：記載面誤り、返信面の宛先記入漏れにご注意を

　新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、既に市報などで掲載されているものや例年行われているイベント・事業についても中止・変更となっている可
能性があります。事前にお問い合わせいただくようお願いします。また、参加される際には、マスクの着用など感染症対策にご協力ください。

図書館講演会
安野光雅の絵本作りの原点を探る
～書誌学的な観点から絵本成立に至
るまでの着想のルーツを辿る～

８月７日㈰　午後２時～４時
柳沢公民館

e50人（申込順）
f大貫伸樹さん（装丁家）
i７月16日㈯午前10時から、氏名・
住所・電話番号を電話・メールまたは
直接下記へ
※詳細は図書館kをご覧ください。▲

柳沢図書館
　p042－464－8240
　m lib-uketsuke@city.nishitokyo.

lg.jp

認知症サポーター養成講座
８月13日㈯
午後２時～３時30分（１時45分開場）
富士町福祉会館

　認知症になっても安心して暮らし続
けるためには地域での見守り、ちょっ
とした手助けが必要です。まずは、認
知症とは何か、基本的なところから学
んでみませんか？
c ● 認知症について　 ● 認知症サポー
ター100万人キャラバン　 ● 認知症の
方を地域で支えるためには
d／e在住・在勤で当講座を受講し
たことのない方／60人（申込順）
i８月８日㈪までに、電話・メールで
件名「８月13日認知症サポーター養成
講座申込」・住所・氏

ふりがな

名・年齢・電話
番号を下記へ
※メール申込は満員時のみ返信
※参加者にはサポーターの証しであるロ
バのストラップを贈呈
※５人以上集まれば、市内出張講座可▲

高齢者支援課n
　p042－420－2811
　m f-kourei@city.nishitokyo.lg.jp

先輩ママとお話しする会
８月18日㈭
● 午前９時15分～10時15分
● 　　10時30分～11時30分
障害者総合支援センターフレンドリー

　障害があるお子さんの保護者が相談
員となって、同じ立場から相談を受け、
一緒に考えます。
d／e障害があるお子さん（就学前か
ら高校生）の保護者／各回１人
j／i基幹相談支援センターえぽっ
くp042－452－0075▲

障害福祉課n
　p042－420－2805

子ども条例市民講座
～子どもにやさしい西東京を目指して～

８月27日㈯
①①午後１時～１時45分
②②　　１時55分～４時
田無庁舎５階

①①子どもの権利擁護委員令和３年度活
動報告会
f木村真実さん・井利由利さん・谷川由起子さん

（西東京市子どもの権利擁護委員（CPT））
②②講演および座談会「子どもの意見表
明権～子どもの言葉を受け止めるしく
み～」
f坪井節子さん（弁護士ほか）・子どもの
権利擁護委員（CPT）の皆さん
e45人（申込順）
※保育あり（生後６カ月以上未就学児まで）
６人程度（申込順）
i７月19日㈫午前９時～８月25日㈭
に、電話・ファクス・メールで氏名・
住所・電話番号・メールアドレス・保
育を希望の場合はお子さんの氏名・生
年月日を下記へ▲

子育て支援課
　p042－439－6645
　l042－439－6646
　mkosodate@city.
   nishitokyo.lg.jp

多摩六都フェア
パラアート制作ワークショップ
９月３・10・17・24日㈯
障害者総合支援センターフレンドリー

　障害の有無に関わらず、誰もが文化
芸術に親しめるようパラアート制作
ワークショップを開催します。
　終了後には圏域５市で展覧会を行い、
制作した作品を展示します。
d次の全てに該当する方
● 圏域５市（西東京・小平・東村山・

清瀬・東久留米市）に在住・在学の
中学生・高校生で障害のある方

● 特別な事情がない限り、全ての講習
日程に参加できる方
e10人（申込多数は抽選）
i８月19日㈮（消印有効）までに、〒188
－8666市役所文化振興課へ郵送・ファ
クス・メールまたは持参（田無第二庁
舎５階）
❖展覧会
a11月29日㈫～12月４日㈰
bコール田無
※上記期間以外に、圏域５市の公共施
設などでも展示します。▲

文化振興課n
　p042－420－2817
　l042－420－2893
　mbunka@city.nishitokyo.lg.jp

※イベントの開催方法に変更が生じる可能性があります。
※オンライン開催事業は、通信機器とインターネットへの接続環境が必要です。

※特に記載のないものは、無料です。
※内容についてのお問い合わせは、各サー
クルへお願いします。

日本語スピーチコンテスト2022発表者募集
　日本で生活して感じたこと、考え
たこと、母国への思い、市とのつな
がりなど、日本語でスピーチ（６分
以内）してみませんか。日本語やス
ピーチの優劣は競いません。
a10月16日㈰午前10時～正午
bコール田無
d在住・在勤・在学（市内日本語教
室を含む）の16歳以上で、日本語を
母語としない方
e８人（申込多数は選考）
i８月５日㈮（消印有効）までに、
郵送・メールで件名「スピーチコン

テスト発表者」・氏
ふりがな

名・住所・電話
番号・年齢・所属（勤務先・学校など）・
自己紹介・スピーチタイトルと概要

（200字以内）を〒188－0012南町５
－６－18イングビル１階多文化共
生センター「スピーチコンテスト発
表者」担当へ
□共催　NPO法人西東京市多文化
共生センター（NIMIC）
j西東京市多文化共生センター
　p042－461－0381
　m info@nimic.jp▲

文化振興課np042－420－2817

消費者センター分館１階を開放します
　消費者センター分館１階を地域の
子どもたちが使えるスペースとして
一部を開放します。詳細は市kを
ご覧ください。
□開放日　※７月20日㈬以降
毎週㈬・㈭・㈮の午後３時～６時

※㈷を除く
b消費者センター分館
c ● 学習スペース（８人程度）
　 ● 卓球台▲

協働コミュニティ課n
　p042－420－2821

学習スペースと
卓球台もあるよ

キッズルーム
子育て世代向け情報

※市からの連絡帳（２・３面）も
ご覧ください。

　子どもたちが文化・芸術にふれる
きっかけとなるような、音楽やダンス
などの体験型イベントです。
a８月７日㈰
第１部：午後２時　第２部：３時50分
※各回、開演１時間前から整理券を配布
b保谷こもれびホール
※当日、直接会場へ
d在住・在学の小学生

e各300人（先着）
※低学年の子ども１人につき、保護者
１人同伴可
□共催　保谷こもれびホール
j（一社）西東京市文化芸術振興会 あっ
とアート事務局
　mattoart2020@gmail.com▲

協働コミュニティ課n
　p042－420－2821

NPO等企画提案事業「あっと！アート体験！！2022」

　普段は入れない図書館の裏側を見学
したり、図書館の仕事の一部を一緒に
体験するツアーを実施します。
a／b８月19日㈮
● 中央図書館
　①①午前11時　②②午後２時
● ひばりが丘図書館
　③③午前11時　④④午後２時
d／e①①・②②小学１～３年生の親子
／各回４組

③③・④④小学４～６年生／各回４人（子
どものみ）
i７月21日㈭～31日㈰の開館時間中
に、希望する図書館へ電話または直接
来館
※申込多数は在住の方を優先し抽選。
結果は８月４日㈭～10日㈬に申込者
全員に電話で連絡▲

中央図書館p042－465－0823▲

ひばりが丘図書館p042－424－0264

図書館バックヤードツアー

　それぞれのまちの魅力の再発見をし
ながら謎解きに挑戦してみませんか？
❖夏季プログラム
□５市まち歩き謎解きプログラム
a７月23日㈯～８月31日㈬
b西東京・小平・東村山・清瀬・東
久留米市内
d在住・在学の小・中学生
❖秋季プログラム
□目指せ謎解きクリエイター
● 初級（小学３年生以上）
a10月15日㈯・16日㈰
● 中級（小学５年生以上）
a11月12日㈯・13日㈰
※２日間連続で午前コースまたは午後

コースを選択可
d夏季プログラムに参加した小学３
年生以上
e各32人（申込多数は抽選）
❖冬季プログラム
□謎解きロクトミュージアム
a12月３日㈯・４日㈰
※対象など詳細は決まり次第、jのk
でお知らせします。
□謎解きミュージアム2022紹介展示
※詳細は、市内小・中学校に配布され
る冊子またはjのkをご覧ください。
b／j多摩六都科学館
　p042－469－6100▲

企画政策課np042－460－9800

多摩北部広域子ども体験塾
「たまろくまちの探検隊・謎解きミュージアム2022」

講師：
坪井節子さん

　「みんなの伝言板」（サークル紹介）は、
　個人情報が含まれているため、
　削除してあります。


